
【教育心理部研究構想図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育心理部の研究主題 

仲間との関わりから、他者の思いに気付き、自らよりよい関係を築いていこうとする児童生徒の育成 

全校研究主題                自走する子の育成 

教育心理部の目指す姿 

日常場面における諸問題に対して、解決するためにどうすればよいか考える過程で、他者の思いに気付き、自分の

思いを伝えたり、他者と協働的に問題解決をしたりすることで、よりよい関係を築きながら生活しようとすることが

できる姿。 

教育心理部の研究仮説 

・9年間で育みたい資質・能力を明確にした指導計画に基づいて、児童生徒にとって必然性がある身近な問題場面を

設定することで、他者を慮ろうとする意識をもち、よりよい関係を築いていこうとすることができるだろう。 

・客観的データや教師の見取りに基づいた支援を充実させることで、児童生徒が自己理解を深め、他者の思いに気

付けるような心情を育むことができるだろう。 

教育心理部の研究内容 

２.自他の理解を促す学習環境の工夫 

①課題を自分事として捉えられるよう

な導入や問題場面を設定する。 

②個々の見立てや関わりの手立て等

を考えた教育心理部の研究成果を

活かし、各教科の学びや他の教育活

動に向かう力の基盤を養う。 

１．９年間で育みたい資質・能力を明

確にした指導計画の工夫 

①９年間の見通しをもち、社会的情

報処理モデルを基に育みたい資

質・能力を整理する。 

②育みたい資質・能力に合わせて

SGEや SSTを効果的に位置付け

る。 

３．児童生徒一人一人の捉えや教

師の見立ての工夫・吟味 

①客観的データの活用やより効果

的なステップ表の活用に向けた

内容の整理・修正、活用方法の

改善を行う。 

主題設定時の教育心理部の状況 

2. 目の前の子供の姿から 

・仲間に積極的に関わろうとする児童生徒は多い反

面、自分本位な関わりが多く、他者を配慮して関わ

ることが弱い。 

・他者の細かい動きに気をとられ、指摘が多く、仲間

の良さに目を向けにくい児童生徒がいる。 

自走に必要な資質・能力 

発見力「社会的情報処理モデルのサイクルを促す力」 

1. 今日的課題から 

・「生徒指導提要」から、発達支持的教育相談において

意図的に学習活動と関連付けて実践することが求め

られている。 

・次期学習指導要領の論点整理から、問題発見・解決

能力が、各教科等の学習の過程で重視されることが

求められている。 

１年次の成果と課題 

ステップ表やQ-U等を活用し、一人一人を捉えてきたが、より捉えやすく使いやすい客観的データの再考が必要。 

266



 －教育心理部1－ 

【教育心理部】 

仲間との関わりから、他者の思いに気付き、 

自らよりよい関係を築いていこうとする児童生徒の育成 
吉田侑矢 

 

要約 

 

 教育心理部では、児童生徒一人一人が集団に位置付き、集団に適応できるようになることを目指して

いる。全校研究主題「自走する子の育成」より教育心理部では、「自己や他者を理解しようとする姿」「問

題に気付き、解決のための方法を見出すことができる姿」「よりよい関係を築こうとする姿」を自走する

姿と捉え、「仲間との関わりから、他者の思いに気付き、自らよりよい関係を築いていこうとする児童生

徒の育成」を主題とした。その姿に迫るために、「９年間の指導計画の工夫」「学習環境の工夫」「児童生

徒の心情面に寄り添った見立ての工夫」の視点から、実践を進めている。これまでに、社会的情報処理

モデルをもとに育みたい資質・能力を整理し、学習環境や児童生徒の見取りを工夫することで、よりよ

い関係を築いていこうとする児童生徒も増えてきた。その一方で、さらに簡便かつ活用可能な児童生徒

の実態把握の方法を模索していく必要がある。 

【キーワード】自己理解、他者理解、社会的情報処理モデル 

 

１．はじめに 

教育心理部では、児童生徒一人一人が集団

の中で位置付き、集団に適応できるようにな

ることを目指し、実践を重ねている。 

子供も大人も、常に人との関わりの中で生

活している。人間関係が円滑に進む場合もあ

れば、何かしらのトラブル（問題）に出くわ

すこともある。児童期では、むしろ後者の方

が多いと感じる。中澤（1992）は、「子どもの

社会的行動を理解するには、認知、行動、環

境を総合的に捉える必要がある」と述べてい

る。不適切な社会的行動が表出した結果、学

校では様々なトラブル（問題）が起きる。ト

ラブル（問題）は誰にも起こり得ると考えた

とき、「自己や他者を理解する力」「解決方法

を多様に思いつく力」「自己決定していく力」

を養うことで、よりよい人間関係を築いてい

けるのではないかと考えている。 

本実践では、これらの力を養う枠組みをモ

デル化した社会的情報処理モデルをもとに、

自他の理解を深めながら、自らよりよい関係

を築いていこうとする児童生徒の育成の在り

方について追究していくこととした。 

 

２．主題設定の理由 

 これまでの実践では、質問紙や日々の教師

の見立てを基にして、学級活動を軸に「より

よい人間関係」について考えてきた。学習に

おいて、諸心理プログラムを活用したことで、

自分が（仲間が）どう感じたか、どのように

すると、より自他ともに納得のいく関わりが

生み出せるか、考えることができた。 

 一方で、人間関係を育む時間の広がりや発

達段階に応じた支援、問題場面の捉え方につ

いて、疑問に感じることも少なくなかった。 

 そこで次の視点より、実践を見つめ直し、

研究主題を設定することとした。 

（１）今日的課題から 

生徒指導提要（令和４年１２月改訂）では、

教育相談の目的に「児童生徒が将来において

社会的な自己実現ができるような資質・能力・

態度を形成するように働きかけること」と記
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されている。そうした支援を行うにあたり、 

①指導・援助の在り方は、教職員の価値観や

信念ではなく、児童生徒理解（アセスメン

ト）に基づいて考えること。 

②柔軟な働きかけをしていくこと。 

③時間的視点をもった指導・援助をすること。 

が求められている。これまでの教育心理部で

の実践が、生徒指導提要で改めて「教育相談

体制に臨む教師の姿」として、描かれている。 

 また「発達支持的教育相談」において、特

別活動では「望ましい人間関係の形成」「協働

的な問題解決能力の育成」などを目的とする

活動、教科学習では「対人関係スキルや協働

的な問題解決力を身に付けることのできる学

び」と例示されている。 

 こうした点からも、アセスメントを基に、

全教育活動における働きかけの在り方につい

て、意図的な実践が求められている。 

（２）目の前の子供の姿から 

Ⅰ部（１～４年生）の児童は、他者に関わ

ろうとする気持ちをもっている児童も多く、

様々な場面で他者との共同活動を行おうとす

る児童が多い。しかし、関わり方が自己中心

的になってしまい、互いの自己主張から他者

の意見が受け止めきれず、トラブルになって

しまうことも多くある。他者の細かい動きに

気をとられ、瞬時に仲間の状況を考えられず、

指摘が多くなってしまう。「他者の思いに気付

くこと」の育成が、そうしたトラブルへの解

決の第一歩であると考える。 

（３）これまでの教育心理部の実践から 

これまでの実践では、主題を「関係構築力

を育む児童の育成」とし、子供たち一人一人

の人間関係や諸スキルを「ステップ表」や

「Hyper-QU」などの主観と客観の見立てから

すり合わせを行い、実態把握を行ってきた。

そのうえで、「心の時間」と題し、アサーショ

ン・トレーニングや、人間関係づくりといっ

た活動を中心に、実践を進めてきた。それに

よって、各単位時間の学習活動の場では、よ

りよい人間関係のあり方やそれまでの自分の

言動を想起し、その行為を振り返り改善して

いこうとする姿が増えていった。一方で、諸

問題が起きる前に気付くことができない弱さ

や「他者を思いやる」と言いながらも行動に

つながりにくいといった課題も見られた。こ

の要因の一つとして、学びが単発の場で終わ

ってしまっていたことや扱う学習内容が児童

にとって身近になっていないことが挙げられ

る。自己理解や他者理解といった対人関係ス

キルに関わる学習活動を特別活動の時間のみ

ならず、教科の時間でも取り上げていくこと

で、より他者の思いに気付くことのできる児

童、すなわちよりよい人間関係を育むことが

できるのではないかと考えた。 

 

３．目指す姿と研究主題 

仲間との関わりから他者の思いに気付ける

ようになるためには、他者の気持ちを理解し

たり考え方を知ろうとしたりする力が大切で

ある。他者の思いを聞くだけでなく、自分の

置かれている状況を把握することや自分の考

えを表出することもまた、よりよい関係を築

くためには不可欠なものである。こうした理

解を社会的情報処理モデルの符号化、解釈の

段階と捉え、この段階で「自己理解」「他者理

解」「状況理解」をする力を育んでいく。この

社会的情報処理モデルのサイクルを自ら回そ

うとする姿を教育心理部では「自走する姿」

と捉え、そのような姿に迫っていける児童生

徒の育成を目指している。 

・ 日常場面において、他者の思いに気付

いたり自分の思いを伝えたりして、自

己や他者を理解しようとする姿。 

・ 仲間との関わりから問題に気付き、解

決するためにどうすればよいか考え、

思いついた中で適切な方法を見出すこ

とができる姿。 
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・ 問題解決のために見出した方法を実行

したり、自分の言動を内省したりして、

今後の生活でよりよい関係を築こうと

する姿。 

こうした姿を目指し、研究主題を次のよう

に設定した。 

仲間との関わりから、他者の思いに気付

き、自らよりよい関係を築いていこうとす

る児童生徒の育成 

 

４．研究仮説 

 研究主題より、以下のように研究仮説を立

てた。 

○ ９年間で育みたい資質・能力を明確にし

た指導計画に基づいて、児童生徒にとっ

て必然性がある身近な問題場面を設定す

ることで、他者を慮ろうとする意識をも

ち、よりよい関係を築いていこうとする

ことができるだろう。 

○ 客観的データや教師の見取りに基づいた

支援を充実させることで、児童生徒が自

己理解を深め、他者の思いに気付けるよ

うな心情を育むことができるだろう。 

 

５．研究内容 

（１）研究内容１ 

９年間で育みたい資質・能力を明確にした

指導計画の工夫 

本校は、義務教育学校である。そのため、

９年間のカリキュラムの見通しをもち実践を

進めていくことが、必要不可欠である。他者

との関わりにおいて、日常生活でも自然に他

者と関わることのできる児童生徒は多い。し

かし、人間関係が固定化されてしまうことや

一方的なつながりになってしまうこともある。

そこで、多様な考えを交流する場を設け、他

者の思いや考えを理解したり、共感したりす

る機会をもてば、「仲間との関わりから、他者

の思いに気付き、協働的に問題を解決する力」

が身に付いていくと考えた。９年間の出口で、

育みたい資質・能力を獲得しきることができ

るように、そこに向かうまでの発達段階を踏

まえて社会的情報処理モデルをもとに９年間

の指導計画や授業展開をデザインした。 

① 社会的情報処理モデルを基にした資質・

能力の整理 

人と人が関わりながら生きていくために育

みたい資質・能力を、社会的情報処理モデル

をもとに図１、２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図１＞ 社会的情報処理のサイクル 

梅津（2024）より 

 

 社会的情報処理モデルを学習場面に照ら

し合わせて考えたものを図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図２＞ 

社会的情報処理モデルと学習場面のつながり 

 

 図２のように、教育心理部では、自己理解、

他者理解、状況理解を出発点として、各段階

で行われる様々な理解や考えの表出ができる
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力を発見力、各段階で発見力が発揮されて次

の段階に進んでいき、児童生徒が自らこのサ

イクルを回すことができる姿を自走する姿と

捉えた。 

 また、図１、２に示した育みたい資質・能

力は発達段階を考慮する必要がある。本校は

義務教育学校であり、１～４年生をⅠ部、５

～７年生をⅡ部、８、９年生をⅢ部としてい

る。そのため、Ⅰ部～Ⅲ部のそれぞれで目指

す段階を図３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図３＞ 

各発達段階で目指す資質・能力の段階 

 

② 育みたい資質・能力に合わせた SGE・SST

の位置付け 

集団内における人間関係の形成を円滑にす

る実践として、SGE（構成的グループエンカウ

ンター）や SST（ソーシャルスキルトレーニ

ング）がある。これらは、自己理解や他者理

解を促したり、社会性を育み、よりよい人間

関係を構築したりすることに有効である。 

また、日高・田村（2022）は、小学校の外

国語活動において SGEを実施することによっ

て、自己理解、他者理解、親和性を向上させ、

外国語活動の目標を達成させる実践を行って

いる。すなわち、SGE や SST を実践すること

で、研究内容２-②にも関わり、教育心理部の

研究内容が他の教育活動にも活用されると言

える。発達段階を考えると、低学年の段階で

はスキルの獲得を目的とした SSTを中心に実

施し、学年が上がるにつれて SGEの実施が主

となっていく。SGE や SST の実践は次の通り

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究内容２ 

自他の理解を促す学習環境の工夫 

① 課題を自分事として捉えられるような導

入や問題場面の設定 

 日常生活で経験した場面を導入時に活用す

ることで、児童が学習活動を自分事として捉

えることができた。そのため、問題場面から

事象の原因を探り、解決に向けた方法を見出

そうとしていた。 

１年生道徳科「がっこうたんけん」（感謝）

の教材は、学校探検の場面を通じて１年生が

２年生に感謝の気持ちをもつという内容であ

る。しかし、本校の教育活動で、より深く１

年生と２年生が関わった活動は、生活科「は

なをさかせよう」のあさがおの種まきであっ

た。そのため、１年生が２年生に対して感謝

の気持ちを想起しやすいように、導入で種ま

きの活動の様子の写真や２年生に活動時の気

持ちを聞いたインタビューの動画を提示した

（写真１）。この結果、児童は活動時の様子を

SGE実践例：アドジャン 

 ペアでじゃんけんをして、指の合計

の本数の質問をお互いに行う。時間内

で多くの人と行うことで、他者理解、人

間関係づくりが期待できる。 

SST実践例：表情当てゲーム 

 表情カードを使い、カードに示され

ている表情から感情を想起し、当てる

ゲーム。他者理解、コミュニケーション

スキルの練習が期待できる。 

＜表情カード監修＞ 

包括的スクールカウンセリング研究会 

③目標の明確化 

①符号化 

②解釈 

④反応検索 

⑤行動決定 

⑥行動の実行 

部 

部 部 

Ⅰ部・Ⅱ部→教師が支援することを前提 

Ⅲ部→教師の支援がなくても 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ 
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思い出してその時の気持ちを発言したり、２

年生に対して感謝の気持ちを手紙で伝えたい

という思いをもったりすることができた。 

自分事として捉えることで、自己理解、他

者理解が深まり、今後の日常生活につながる

願いをもつことができており、社会的情報処

理モデルのサイクルと照らし合わせても有効

な手立てだと考える。 

 

 

 

 

 

＜写真１＞ 導入で提示した写真や動画 

 

② 他の教育活動への広がり 

 社会的情報処理モデルをもとに考えた教育

心理部で身に付けさせていきたい資質・能力

は、特定の時間のみで育むものではなく、全

教育活動で育むものと捉えている。また、教

育相談の視点から授業づくりを行うことの重

要性についても、生徒指導提要の中にも示さ

れている。 

 そこで、様々な資質や能力の積極的な獲得

を支援する「発達支持的教育相談」と教育心

理部の社会的情報処理モデルの関連性を考慮

し、様々な教育活動を実践した。 

 １年生図画工作科「いっぱい つかって な

にしよう」では、たくさんの材料を使って造

形遊びを行った。活動の開始時は、児童が各々

の「これ作ってみたい」という願いから個人

で主体的に活動する姿が多く見られたが、次

第に仲間と作品をつなげようとしたり、協力

して１つの作品を完成させようとしたりする

姿が多くなった。仲間との関わりの中で「ど

のように並べたら友達と楽しくできるだろ

う」、「隣の子が作っている作品を壊さないよ

うに気を付けて動こう」と考え、活動を通し

て他者理解や状況理解の力が育まれた。 

 

 

 

 

 

 

＜写真２＞ 

「いっぱい つかって なにしよう」の活動

の様子 

 また、全校で人権について考える「ひびき

あい週間」（人権教育）では、本校の人権宣言

をもとに、「なかまのしあわせ」について考え

る学習活動を行った。１年生という発達段階

を踏まえると抽象的な問いであったが、年度

当初から社会的情報処理モデルをもとに考え

る活動を継続して行ったため、児童が多様な

考えを生み出し、今後の生活に対する願いを

もつことができた。社会的情報処理モデルを

もとに実践を重ねることで、１年生という発

達段階でも「目標の明確化」や「反応検索」

の過程まで到達できたと言える。 

 

（３）研究内容３ 

児童生徒一人一人の捉えや教師の見立ての

工夫・吟味 

① 客観的データの活用や内容の整理・修正、

活用方法の改善 

 教育心理部では、研究内容１-①で示した資

質・能力を把握するためのツールとして「ス

テップ表」を活用してきた。これらは、すべ

て担当教師による主観の見立てが主軸となっ

ている。ここに、客観的データ「Hyper-QU」

を実施し児童の実態を捉えることで、主観と

客観の両面から児童の実態を把握してきた。 

しかし、これまでの教育心理部の研究の課

題として、より捉えやすく使いやすい見立て

の方法を再考する必要があるという点が挙げ

られている。このような現状の要因は、「ステ

ップ表」が膨大な項目数をもとに作成されて

おり、持続可能な使用が現実的でないためで
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 －教育心理部6－ 

ある。 

この現状を改善するため、見立てをする段

階を変更することが有効であると考えた。現

在の「ステップ表」は、自己理解、他者理解、

状況理解を捉えるため、符号化の段階に焦点

を当てていた。その結果、児童生徒を見取る

ための視点が多くなってしまっている。 

久木山（2001）では、対人関係で起きた事

象の原因を解釈する段階で、問題の所在を相

手に帰属する「敵意帰属」、自分に帰属する「自

責帰属」、相手でも自分でもなく偶然に帰属す

る「偶然帰属」の３つに類型化している。児

童生徒を見取る段階を変えることで、児童生

徒を３つに類型化することができ、膨大な項

目数を精選することが期待できる。 

今後は、これまでの教育心理部の研究成果

である「ステップ表」を考慮しながら、新尺

度を作成し持続可能な児童生徒の見取りの手

立てを模索したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図４＞ 

ステップ表と新尺度の、見取りの段階の違い 

 

６．成果と課題 

社会的情報処理モデルをもとに、児童生徒

が様々な状況で、どのように感じ、考え、行

動するかを捉えたことで、よりよい人間関係

を築き、集団内で生活するために育みたい資

質・能力を育成することができた。児童生徒

の心情面の動きや発達段階を考慮した到達目

標を教師が把握することで、当該児童生徒が

どの段階でつまずいているのか、どの資質・

能力を育むとよいのかを捉えやすくなった。

それにより、児童生徒に意図的かつ的確な指

導・援助が期待でき、児童生徒は仲間と関わ

ることを通して他者理解の力が育まれた。 

一方で、児童生徒一人一人の見取りの方法

は改善の余地がある。「ステップ表」や「Hyper-

QU」を使うことで、詳細な実態の把握ができ

たが、持続可能な実践しやすさという点で課

題が残る。研究内容３-①の通り、異なる段階

で児童生徒の実態を把握することで、新たな

方法を模索していく。 
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【公開３】１年２組 道徳科学習指導案 

北舎１階 １年２組教室：吉田 侑矢 

１ 主題名・教材名 
ものや おかねを たいせつに ＜A 節度、節制＞ 「うわばきぶくろ」 

 
２ 指導の立場 
（１）教材について 
 本教材の主たる内容項目は、「A 節度、節制」、関連性のある内容項目は、
「B 感謝」である。うわばきぶくろの持ち主のはるおさんが、けんじさんと
うわばきぶくろについて会話をする。その会話の中で、うわばきぶくろは、は
るおさんのお母さんが忙しい中手作りしてくれたもので、幼稚園の時から使
用しているものだと分かる。 
身の回りのものには、いろいろな人の思いがこもっていることに気付かせ

たい教材である。 
  
（２）児童について 
 本学級の児童は、「ものを大切にしなければならない」という社会通念上妥
当かどうかを考えることができる児童は多い。一方で、頭で理解していても行
動が伴わなかったり、自分ができていないことには目を向けず他者のことば
かり気にしたりする児童も一定数いる。 
 そこで、多様な他者の考えを聞くことを通して、他者の考えを受容するこ
と、本時の終末で、児童自身がこれからどのように生活したいか願いをもつこ
とを目指したい。 
 
（３）指導について 
 児童の実態より、本時は社会的情報処理モデルの符号化と目標の明確化の
段階に焦点を当てて指導を行う。符号化の段階では、自己理解、他者理解を促
すために、導入時の提示資料の工夫と意見交流の場の設定を行う。また、役割
演技の場を設定したり、「なぜそうしたのか」と問い返しをしたりすることで、
自己理解、他者理解を深め、目標の明確化の段階で児童自身がこれからの生活
に対する願いをもてるようにすることにつなげる。 
 
３ 研究に関わって 
【研究内容１ ９年間で育みたい資質・能力を明確にした指導計画の工夫】 
社会的情報処理モデルをもとに本時の展開を組み立てることで、児童が各

段階で育みたい資質・能力を獲得できると考える。導入から展開前半では、符
号化を大切にし、自己理解、他者理解、状況理解に重点を置く。展開後半では、
児童の対話から生まれる意見に問い返しを行い、物事の原因の解釈を深める
ことを大切にする。終末では、本時で考えたことをもとに目標の明確化を行
い、日常生活につなげることを大切にする。また、本時では１年生という発達 

【研究内容２ 自他の理解を促す学習環境の工夫】 
 道徳的場面を自分事として捉え、自己理解を深めることを促すために、導入
で日常生活に関わる場面を提示する。本時は、ものの大切さについて考えるた
め、担任が４月から教室に落ちていた持ち主の分からないものを写真で提示
する。また、多様な他者の考えを聞くことで、様々な視点から物事を考える力
を身に付けたり、他者の考えを受容することができるようにしたりして、他者
理解を深めることにつなげる。そのために、対話の場の設定を工夫し、多くの
児童が意見を述べたり、他者の意見に耳を傾ける雰囲気を作ったりする。 
 
【研究内容３ 児童生徒一人一人の捉えや教師の見立ての工夫・吟味】 
 教育心理部では「自己理解」「他者理解」「状況理解」「状況理解・感情の 
知識理解」「行動に関わる能力」で児童の実態を把握するためのツールとし 
て「ステップ表」を活用している。また心理検査「Hyper-QU」と合わせて自他
理解に関わる個の支援、手段の支援を行っていく。 ただし、１年生の現段階
においては、発達段階を考慮し「Hyper-QU」は未実施である。 
 現在の本学級の児童は、ステップ表の５つ項目で、どの項目もステップⅠや
ステップⅡの段階にいる児童が大半を占めている。そのため、自己理解、他者
理解、状況理解を満遍なく深めていくことを大切にする。 
 
 
４ 本時の、自走に必要な資質・能力「発見力」に関わって 
表出する場面 授業の終末の場面 
表出する行動 自分の考えを伝える姿 
発見の動機類型化シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

段階を考慮し、目標の明確化を単位時間の出口とする。 
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５ 本時のねらい 
ものには、それをつくった人や買ってくれた人の心が込められていることに気付き、自分から進んでものやお金を大切にし、気持ちよく生活しようとする意

欲と態度を育てる。＜A 節度、節制＞ 

６ 本時の展開 

学習活動 研究に関わって 

１ 教室にあった落とし物の写真から自分が感じることを考える。 

 この写真を見て、みんなはどう思うかな。 

 

 

２ 教材を読み、考えを深める。★発見力の表出場面 

 このうわばきぶくろって、はるおさんにとってどんなものかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この言葉が言えて、自分やこの言葉を聞いた人はどんな気持ちになったかな。 

 

 

 

３ 児童が本時で追究した道徳的諸価値をもとに、今後の生き方について考える。★発見力の表出場面 

 もう一度、はじめに見た写真を見るよ。ここに写っているものは、誰がどんな思いで用意したのかな。 

 

 

 

 

 

 

１【研究内容２―①】 
・導入で普段過ごしている教室にあった落と
し物の写真を提示することで、児童が本時
の道徳的場面を自分事として捉えることが
できるようにする。 

 
２【研究内容１―①】 
・児童が生活する中で様々な出来事が起きた
時に、どう感じ、考え、行動するかを示し
た社会的情報処理モデルをもとに、はじめ
に自己理解、他者理解、状況理解を深め、
続いて、気持ちや行動の裏にある原因を探
り、最後に自身のこれからの目標を考える
というプロセスを重視した発問や問い返し
をする。 

 

２・３【★発見力の表出に関わって】 
・教育心理部として発見力を、「社会的情報処
理モデルの各段階から次の段階に進むため
の力」と捉え、自己理解、他者理解を深め
るために「なぜそうしたのか」問い返した
り、役割演技の場を設定したりする。 

 
３【研究内容１―①】 
・本時の終末で、導入で提示した写真を再度
提示し児童の捉えの変容を明確にすること
で、今後の生活に対する願いをもてるよう
にする。 

 

【評価の視点】 

 日頃から使っているものにも様々な人の心が込

められていることに気付き、それを大切にするこ

とで気持ちよく生活しようとする意欲をもつ。 

「これがいいや。まだつかえるもの・・・。」の後に、どんなことを言いたかったのかな。 

A児：もったいないと思う。 B児：落としすぎだと思う。ダメなこと。 

A児：お母さんが作ってくれた
大事な宝物。 

C児：幼稚園の時から長く使っ
ているもの。 

D児：忙しいのに、時間をかけ
て作ってくれたもの。 

A 児：それに、これはお母さんが
ぼくのために作ってくれたうわ
ばきぶくろだから、これからも使
い続けたいよ。 

E児：今まで大事に使ってきたか
ら、まだかえないよ。もったいな
いと思う。 

F児：思い出がいっぱいのうわば
きぶくろだから、これからも大
事に使いたいよ。だから、自分で
洗うんだ。 

A児：うれしい気持ちになった。 G児：すごいなって思う。 

A児：この鉛筆は、お母さんが、僕たちが頑張って勉強できるようにと思って買ってくれたと思う。
それを、こうやって落としてしまうのは、ものを大事にしていないし、お母さんの気持ちも大事に
していない。これからは、僕のことを思って準備してくれたものを、もっと大事にしたい。 
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